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世帯数

人　口

6,096戸

13,857人

（令和4.11.1現在）

　

第
34
回
寿
地
区
史
跡
め
ぐ
り
が
、

10
月
29
日
（
土
）
に
、
小
池
公
民

館
発
着
の
小
池
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ス
で
は
、
諏
訪
神
社
跡
、

叶
坊
観
世
音
、
小
池
の
砦
、
小
池

遺
跡
、
宝
蔵
寺
跡
、
山
の
神
、
小

池
神
社
、
草
間
屋
敷
跡
、
地
蔵
清

水
跡
、
絵
堂
跡
を
、
寿
史
談
会
顧

問
の
青
木
教
司
先
生
と
あ
が
た
の
森

文
化
会
館
の
大
池
徳
尚
先
生
を
講

師
と
し
て
、
全
参
加
者
43
名
は
２
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
巡
り
ま
し
た
。

◇
諏
訪
神
社
跡
（
雀
の
宮
）

　

小
池
に
は
か
つ
て
五
千
石
街
道
の

東
側
と
西
側
に
神
社
が
ふ
た
つ
あ
り

ま
し
た
が
、
西
側
の
こ
の
神
社
は
、

明
治
政
府
の
１
村
１
社
の
方
針
に
よ

り
、
明
治
42
年
に
東
側
の
神
社
に
合

祀
さ
れ
、
今
で
は
跡
地
に
案
内
板
の

み
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
五
千
石
街
道
の
い
わ
れ

　

叶
坊
観
世
音
への
移
動
中
、
五
千

石
街
道
を
横
断
し
ま
し
た
。
元
和
３

年
（
１
６
１
７
年
）
８
万
石
の
松
本

藩
領
主
小
笠
原
氏
に
代
わ
って
、
７

万
石
の
戸
田
氏
が
新
領
主
と
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
一
万
石
の
差
が
出

来
た
の
で
、
当
時
の
幕
府
は
、
松

本
平
東
の
五
千
石
を
諏
訪
の
高
嶋

藩
へ
、
西
の
五
千
石
を
伊
那
の
高
遠

藩
へ
編
入
し
ま
し
た
。
寿
・
内
田
・

熊
井
は
高
嶋
藩
と
な
り
、
こ
こ
の

年
貢
を
運
ぶ
た
め
の
街
道
を
五
千

石
街
道
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

◇
小
池
遺
跡

　

平
成
２
年
、
団
地
造
成
に
伴
っ

て
発
掘
が
行
わ
れ
、
こ
の
遺
跡
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
、
発
見
さ
れ
た

遺
構
・
遺
物
は
多
く
、
竪
穴
住
居

跡
76
軒
、
建
物
跡
５
棟
他
、
土
器
、

陶
磁
器
、
石
器
、
鉄
器
等
た
く
さ

ん
の
出
土
品
が
あ
り
ま
し
た
。
特

に
役
所
跡
と
思
わ
れ
る
建
物
は
、

18ｍ×
12ｍ
で
県
内
最
大
規
模
の
建

物
で
す
。
８
世
紀
か
ら
９
世
紀
こ

ろ
に
栄
え
、
稲
作
の
発
達
と
共
に

９
世
紀
以
降
衰
退
し
た
と
の
こ
と

で
す
。

◇
小
池
神
社
（
か
ら
す
の
宮
）

　

東
側
に
あ
った
こ
の
神
社
は
、
武

田
信
玄
が
こ
の
地
方
を
占
領
し
た

時
の
古
文
書
に
よ
り
、
戦
国
時
代

前
か
ら
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
西

側
に
あ
った
雀
の
宮
を
合
祀
し
、
本

殿
が
ふ
た
つ
あ
り
ま
す
。

◇
地
蔵
清
水
と
牛
伏
寺
川

　

扇
状
地
末
端
の
湧
水

　

 

地
蔵
清
水
付
近
は
、
小
池
の
中

央
で
西
側
が
崖
に
な
って
い
て
、
湧

水
の
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
崖
は
、

牛
伏
寺
川
扇
状
地
の
末
端
が
田
川

の
洪
水
に
よって
削
り
取
ら
れ
て
出

来
た
と
の
こ
と
で
、
断
層
で
は
な
い

と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
崖
は
、
寿
小

学
校
の
グ
ラ
ン
ド
と
校
舎
の
あ
る
面

と
の
段
差
の
所
で
も
見
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

◇
牛
伏
寺
と
の
関
係

　

宝
蔵
寺
の
所

有
物
、
地
蔵
清

水
の
地
蔵
菩
薩

像
、
絵
堂
に

あ
っ
た
閻
魔

堂
の
遺
物
は
、

現
在
牛
伏
寺
に

残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

出
発
時
は
曇
って
い
た
天
気
も
、

いつ
も
間
に
か
晴
天
と
な
り
、
帰
着

時
に
は
心
地
よ
い
汗
が
に
じ
ん
で
い

ま
し
た
。

　

寿
地
区
を
６
コ
ー
ス
に
分
け
て
、

来
年
度
以
降
も
継
続
さ
れ
る
と
の

事
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
歴
史
や
い

わ
れ
を
学
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

【
館
報
編
集
委
員　

清
水　

壽
雄
】

　

秋
晴
れ
の
9
月
14
日
、「
寿
地

区
福
祉
の
文
化
祭
」
の
イ
ベ
ン
ト

の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
楽
団
ケ
・

セ
ラ
」
に
よ
る
演
奏
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
感
染
症
対

策
を
行
い
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と

を
で
き
る
形
で
と
、
リ
モ
ー
ト
に

よ
り
寿
公
民
館
の
他
、
高
齢
者
･

障
が
い
者
施
設
八
会
場
を
カ
メ
ラ

で
つ
な
ぎ
、

そ
れ
ぞ
れ
の

会
場
で
、「
楽

団
ケ
・ 

セ
ラ
」

の
演
奏
を
鑑

賞
し
ま
し
た
。

　

寿
公
民
館

で
は
、
三
十

名
ほ
ど
が
集

ま
り
、
手
作

り
の
応
援
う
ち
わ
を
手
に
、
音
楽

に
合
わ
せ
て
揺
ら
し
た
り
、
振
っ

た
り
し
て
一
体
感
が
生
ま
れ
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
真
っ
赤
な
太
陽
」「
花
は
咲
く
」

な
ど
の
歌
謡
曲
を
中
心
に
十
二
曲

を
披
露
し
、
歌
や
ダ
ン
ス
も
取
り

入
れ
て
、
見
て
も
楽
し
め
る
よ
う

工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ

「
こ
の
街
に
生
き
て
」
を
み
ん
な

で
合
唱
し
、閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
で
つ
な
ぐ
と
い
う
初
の

試
み
は
概
ね
成
功
し
、
久
し
ぶ
り

の
催
し
に
集
ま
っ
た
人
々
は
、
笑

顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

 【
館
報
編
集
委
員　

下
田　

順
子
】

文
化
祭
協
賛 
寿
地
区
史
跡
め
ぐ
り

（
小
池
コ
ー
ス
）

「
楽
団
ケ
・
セ
ラ
」演
奏
会
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平
成
30
年
度
小
池
公
民
館
が
は

じ
め
た
「
わ
い
わ
い
広
場
」
が
伏
線

と
な
り
、
令
和
二
年
度
か
ら
市
の

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事

業
制
度
を
活
用
し
た
「
子
ど
も
広

場
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
を
拠
点
に
し
て
、
子
ど

も
に
食
事
や
団
ら
ん
の
場
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
学
習
の
お
手
伝

い
や
生
活
体
験
の
支
援
、
地
域
文

化
の
伝
承
を
通
じ
、
つ
な
が
り
を

深
め
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力

を
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
を
対
象
と
し
て
、
原
則

月
一
回
最
終
週
の
土
曜
日
午
前
10

時
か
ら
12
時
頃
ま
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
自
由
学
習
の
あ
と
、
春
に

は
モ
ロコ
シ
の
播
種
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・

サ
ツマ
イ
モ
な
ど
の
定
植
、
そ
し
て
、

夏
秋
に
は
収
穫
を
体
験
し
、
焼
き

芋
大
会
も
行
って
い
ま
す
。
ま
た
、

育
成
会
と
共
催
で
ホ
タ
ル
観
察
の

勉
強
会
や
し
め
縄
づ
く
り
講
座
、

公
民
館
と
共
催
で
マ
リ
ン
バ
や
ア
ル

パ
の
コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞
会
も
行
い
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
各
回
平
均
十
数

名
の
参
加
が
あ
り
、
運
営
は
、
30

数
名
の
ス
タ
ッフ
が
三
班
に
分
か
れ

月
毎
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
や
松
本

大
学
教
育
学
部
の
大
蔵
先
生
は
じ

　
９
月
25
日
か
ら
寿
公
民
館
調
理

室
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
鉋
の

会
」
主
催
に
よ
る
伝
統
技
術
伝
承

シ
リ
ー
ズ
第
１
弾
「
刃
物
研
ぎ
講

座
」
が
鬼
頭
朝
雄
氏
を
始
め
講
師

陣
に
よ
り
、
感
染
対
策
の
上
、
始

ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、休
日
プ
ラ
ン
（
全
４
回
）

コ
ー
ス
で
定
員
を
上
回
る
盛
況
ぶ
り

で
し
た
。
包
丁
研
ぎ
の
未
経
験
者

も
多
く
、
包
丁
の
構
造
・
砥
石
の

種
類
や
特

徴
・
研
ぎ

方
ま
で
基

本
か
ら
学

ぶ
こ
と
が

で
き
、
参
加
者
か
ら
は
「
ト
マ
ト

が
ス
パ
ッ
と
切
れ
る
包
丁
に
し
た

い
！
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

実
技
は
、
持
参
の
包
丁
を
３
種

類
の
砥
石
で
研
ぎ
ま
し
た
が
、
動

画
で
勉
強
さ
れ
た
方
は
「
砥
石
の

種
類
が
そ
ん
な
に
あ
る
の
を
知
ら

な
か
っ
た
」「
質
問
で
き
理
解
で
き

た
」
と〝
匠
〞に
よ

る
指
導
に
感
謝
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

 　

講
座
を
通
し
、

技
術
を
伝
え
・
受

け
継
ぐ
事
の
大
切

さ
を
実
感
で
き
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

 【
館
報
編
集
委
員　

大
村　

健
司
】

め
学
生
さ
ん
に
も
協
力
を
頂
き
、

た
いへん
心
強
く
思
って
い
ま
す
。

　

今
夏
、
子

ど
も
た
ち
の

夏
休
み
の
宿

題
を
お
手
伝

い
す
る
「
寺

子
屋
」
を
開

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今

後
町
内
の
史

跡
や
自
然
、
生
活
を
訪
ね
歩
き
、

そ
れ
ら
を
題
材
に
し
た
「
カ
ル
タ
」

を
作
る
予
定
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
早
く
終
息
し
、
子

ど
も
た
ち
と
会
食
で
き
る
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

【
小
池
町
会
子
ど
も
広
場
運
営
委
員
長

百
瀬　

俊
元
】

わ
が
ま
ち
小
池
町
会 

子
ど
も
広
場
「
刃
物
研
ぎ
講
座
」始
ま
る
！
「
ふ
れ
あ
い
会
食
会
」開
催
さ
れ
る

　

10
月
４
日
、
寿
体
育
館
に
お
い

て
寿
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

に
よ
る
令
和
４
年
度
ふ
れ
あ
い
会
食

会
「
峰
ち
は
る
歌
謡
ショー
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
コロ
ナ
禍
の
た
め
会
食
に
よ
る
親

睦
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
素

敵
な
歌
を

楽
し
み
な

が
ら
選
曲

や
衣
装
選

び
、
ご
自

身
の
体
験

を
踏
ま
え

た
健
康
に

つい
て
の
お
話
を
伺
え
ま
し
た
。　

 　

主
催
者
か
ら
は
「
お
り
が
み
の

会
」
の
皆
さ
ん
が
お
ら
れ
た
コ
ス
モ

ス
の
花
を
峰
さ
ん

の
「
秋
桜
（
山
口

百
恵
）」
の
歌
に

合
わ
せ
て
参
加
者

全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
と
い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
ま

し
た
。

 　

最
後
に
食
改
さ
ん
（
食
生
活
改

善
推
進
員
）
が
作
ら
れ
た
デ
ザ
ー

ト
の
説
明
が
あ
り
弁
当
と
共
に
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

外
出
機
会
が
少
な
い
中
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

【
館
報
編
集
委
員　

大
村　

健
司
】 　

「
相
続
が
争
族
」
に
な
ら
な
い
た

め
の
準
備
と
「
マ
イ
ラ
イ
フ
＆
ラ
イ

フ
エン
デ
ィ
ン
グ
」
を
ノ
ー
ト
に
ま
と

め
る
方
法
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　
９
月
９
日
・
16
日
・
30
日
の
３

回
に
わ
た
り
、
明
治
安
田
生
命
の

社
員
を
講
師
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
前
贈
与
の
活
用
法
、
争
い
ご

と
を
防
ぐ
た
め
に
有
効
な
遺
言
書

の
活
用
法
、
更
に
生
命
保
険
の
活

用
法
も
学
び
ま
し
た
。

　

驚
い
た
こ
と
が
２
点
。
遺
産
の
総

額
が
少
な
い
ほ
ど
裁
判
件
数
が
多

い
こ
と
。
１
千
万
円
以
下
が
33
％
、

1
千
万
円
か
ら
５
千
万
円
ま
で
が

43
％
に
な
る
こ
と
。

　

ま
た
、
遺
言
書
の
作
成
時
期
が
、

50
歳
代
以
下
で
56
％
、
60
歳
代
が

35
％
と
の
こ
と
。

　

さ
あ
、
今
か
ら
で
も
元
気
な
う

ち
に
、
相
続
と
よ
り
良
い
終
活
の

た
め
に
、
ノ
ー
ト
を
作
成
し
よ
う

と
思
う
。

【
館
報
編
集
委
員　

清
水　

壽
雄
】

私
と
家
族
の
相
続


